
平成飽年

盟蠣5語意閏誹ま朝愚講の基艶

麗瀕ご醇間接藻』憶革の

平成29年1月20日

青葉台自治会

環境･保全部会

28年8月一29年1月の資源ゴミ回収実績報告

8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��28年12月 �#僖��ﾈ��

区分 ��I|｢�数量 ��I|｢�数量 ��I|｢�数量 

新聞 鉄��ｶr�350kg 鼎��ｶr�500kg 鼎3�ｶr�510kg 

雑誌 鼎��ｶr�100kg 田#�ｶr�370kg �#s�ｶr�420kg 

ダンボ-ル �#��ｶr�170kg ��s�ｶr�190kg ��#�ｶr�200kg 

小計 ��ﾃ���ｶr�620kg ��ﾃ#s�ｶr�1060kg 塔#�ｶr�1130kg 

古布 �#�ｶr�3kg 鉄�ｶr�100kg �#��ｶr�40鴎 

小計 �#�ｶr�3kg 鉄�ｶr�100kg �#��ｶr�40kg 

アルミ缶 田�ｶr�60kg 都�ｶr�60kg 田�ｶr�50kg 

スチ｣ル缶 ���ｶr�10kg ���ｶr�10kg 天ｶr�20kg 

小計 都�ｶr�70kg 塔�ｶr�70kg 田Vｶr�70kg 

1.8L瓶 ��9gｲ�5本 妬gｲ�9本 等gｲ�5本 

ビ｣ル瓶 辻�20本 辻�6本 �)gｲ�7本 

小計 ��9gｲ�25本 妬gｲ�15本 ���gｲ�12本 

市より 澱ﾃ�S�冷�3,115円 澱ﾃc��冷�5,800円 迭ﾃS��冷�5,850円 

業者より �"ﾃC#�冷�2,290円 �"ﾃccX冷�2,365円 �"ﾃ�3�冷�2,090円 

合計 唐ﾃCs�冷�5,405円 湯ﾃ#cX冷�8,165円 途ﾃc3�冷�7,940円 

喜轟ご手車幸一二幸.÷蔀轟;唖-i++ 

韓審晋ミ発芽-詳講詳言欒会所駐苦闘顕し苦

いま萌㊥　藍起電轟願糎』蓮華⑮

楽　薬缶夢第弟､夢蒸茜雲翻鼎苛蓮輔㊥

2月担当は､　5班　松尾班長､ 6班　本田班長です｡

班長は午前7 : 40頃までに集会所に集合下さい｡



※　申告会場の開設期間は裏面に記載しています｡

ヽ



所得税･贈与税の申告と納付 
平成29年3月15日(水)まで 

個人事業者消費税の申告と納付
平成29年3月3｢日(金)まで

●　確定申告会場では､ご自身でパソコンを操作し､申告書を作成していただくことを基本としております｡

諌　早　税　務　署

丁8与4-8666

諌早市永昌東町2与番4与号

平成29年2月16日(木)から

平成29年3月15日(水)まで
※　土｡日曜日は休みとなります｡

午前9時から午後4時まで

※　確定申告期間中は､税務署周辺の

道路が大変混雑しますので､申告会場に
お越しの際は､ ｢公共交通機関｣をご利用

ください｡



●あざみの会

ボ諦暴パラオーマ-　いいもり出身ソロギタリスト

松尾直哉　　前田大喜
10:45-　　　　　13:15へ

●いいもりの花販売

豚汁ふるまい
1 2:00-

お問い合わせ先丁E｣/0957-48-1 348

(担当吉塚宛て) FAX/0957-48-1 606



各　位

平成28年12月19目

西諌早小学校区青少年健全育成会

会長　西川　亨

真津山小学校区青少年健全育成会

会長　山口正博

諌早市　立西諌早　中　学校

校長　大嶋博之

西諌早中学校創立7 0周年記念行事について(御礼)

寒冷の中に天日の有り難さを改めて感じるこの頃､皆様におかれましては､ますます

御健勝のこととお慶び申し上げます｡また子どもたちの健全育成に関しましては､日頃
から御理解と御協力を賜り､厚く御礼申し上げます｡

さて､先日執り行いました西諌早中学校創立7 0周年記念行事の開催に当たりまして

は､多大なる御支援を賜りまして､誠にありがとうございました｡お陰様をもちまして､

生徒たちをはじめ､学校の教職員､保護者､地域の方々など､参加された方々の心に火

を灯し､温かく包み込む大きな価値を残した行事となりました｡

水野正人氏(元2020東京オリンピック･パラリンピック招致委員会事務総長)や

市川華菜氏(ミズノトラッククラブ所属､陸上競技　短距離走者)からは､チ-ムワ｣

クを強くし､夢を追って努力することの大切さ､国際社会で可能性を広げるための英語
の重要性､有形･無形のレガシ- (遺産)を残していくための創造力や志などについて

お話をお聞きしました｡これらのことから､ 2020東京オリンピック･パラリンピッ

クの迎え方､生かし方について深く考え､･ 4年後の7月24目(開会式の日)に､どん

な自分でありたいか､オリンピック･パラリンピックにどのように関わって生きている

かということなどを想い描き､ワクワクとした気持ちを持つことができました｡

このような行事を挙行することができましたのも､本行事の開催に御尽力くださいま

した皆様方のお陰であると感謝の念を禁じ得ません｡本当にありがとうございました｡

今後も西諌早の子どもたちが､ ｢あなたがいてくれて良かった｡ ｣と側にいる人たちに

思ってもらえる人に育っよう御理解と御協力をお願い申し上げまして､紙面をもって大

変失礼とは存じますが､お礼のことばとさせていただきます｡
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〈創立7 0周年記念行事の想い出〉

お話の-つ-つが心に残りました｡

開会前に､ 70年間

を振り返る学校紹

介ビデオを放映し
ました｡

轟義治

卓諦=毒客車_　　_○○､　"∠

御講演をいただいたお礼に､ 2年生林田君の指揮で､

全校生徒での合唱をプレゼントしました

お話を真剣に聞き入る生徒たち｡

市川選手を囲んで記念撮影をしました(
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第11号平成28年1 2月22 (木)

道,§=.

校　訓

躍動･責任･勤勉

較長大嶋博之

めざす学校像｢明るく活力のある楽しい学校｣
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ツ

れ策水て
や野

たでち
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かま想の
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にたにの
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ここの　こき決空夢笑

霧全　書蕎練だ

【主な行事予定】
<1月>

1日(日)同元日

6日(金)同市中学生英語暗唱大会
9日(月)川成人の日

1 〇日(火上･大掃除､始業式､ <要弁当>
生徒会任命式､引継ぎ式

1 1日〈水)川給食費集金日　-1 3日
実力テスト(1 ･2年生)
長崎日大高校等特別入試

･鎮西学院高校等特別入試
･創成館高校等特別入試

連合生徒会研修　-1 4日
･学校説明会(新入生対象)
･育友会費集金日　一26日
･長崎日大高校等一次入試
･鎮西学院高校等一次入試

創成館高校等-次入試

1 2日(木)

1 3日(金)

1 6日(月)

24日(火〉
25日〈水〉
26白く木〉

《/Dに乱lた言葉≫ ｢最訓の左から3粥の女子生徒が､ -つ-つうなずきながら聞いてくれてとても嬉しかった｡J､　　　　講演直後の水野正人会長の言葉から

西
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校
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〃
　
あ
の
場
〃
を
し
あ
わ
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体
感
し
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幸
福

〃
あ
の
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と
は
､
先
日
､
執
り
行
い
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七
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節
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西
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学校数育目標｢国際的視野に立つ,徳･知･体の調和のとれた気概のある日本人の育成｣

演題｢夢に向かって｣

になも今と学
み想我国も校創
んいせ"あに立
なにまこりよ記

回､このような形になったのは､一面に載せましたように､西川会長のまっすぐ想いによるものです｡そして会長の想いみんなが賛同して実現したものです｡

つ念

と行
価事
値はな
が"取
あ-組
る気がのし
とに進会い
私-め'の
はつら各が'
想にれ種現そ
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がと命応　校で西等ら
と恩にえ今にす諌がの本

譜轟
荒謹啓
りい懸に

と

競　いま涯こ

中地す教れ
学域:青か

《今日は何の日〉 1月3日･･･ジョン万次郎帰国､ 1月5日用夏目漱石誕生､ 1月了日･･･七草､ 1月1 1日･･･鏡開き､

1月1了日用防災とボランティアの日､ 1月2〇日〇･〇J.f.ケネディ就任演説､ 1月2了日･･･モ-ツアルト誕生
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委
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人
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す
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教
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実
は
私
の
先
輩
)
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御
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よ
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で
す
｡

こ
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し
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｡

市
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選
手
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は
､
特
に
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｡
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｢
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友
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な
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迎
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う
な
目
標
を
立
て
る
か
､

何
を
積
み
重
ね
る
か
､
ホ
テ
ル
を
予
約
し
と
こ
う

か
な
ど
､
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
に
な
れ
た
こ
と
､

こ
れ
も
ま
た
私
の
幸
福
感
の
一
つ
で
す
｡

西
諌
早
〃
の
〃
中
学
校

記
念
行
事
が
終
わ
っ
た
後
､
諌
早
ケ
-
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
方
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し
た
｡

｢
な
ぜ
､
学
校
の
創
立
七
〇
周
年
記
念
行
事
の

主
催
が
青
少
年
健
全
育
成
会
な
ん
で
す
か
｡
｣

子
ど
も
を
ま
っ
す
ぐ
､
素
直
に
､
健
や
か
に

育
て
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
､
み
ん
な
同
じ
｡

こ
の
想
い
は
､
保
護
者
､
学
校
､
地
域
､
行
政

の
行
事
の
多
く
は
､
学
校
が
主
催
し
､

て
は
p
T
A
　
(
育
友
会
)
　
が
入
る
こ

ま
す
｡
(
本
校
五
〇
周
年
記
念
行
事
は
そ
の
ケ
ー
ス
で
し
た
｡
)

機
関
な
ど
､
子
ど
も
に
関
わ
る

る
と
思
う
の
で
す
が

な
か
な
か
難

議
や
各
地
区

様
々

学
校
支
援
会

議
会
な
ど
､

が
､
今
回
の

う
意
義

も
が
持
っ
て
い

に
表
す
こ
と
が

学
校
の
創
立
七
〇
周
年
を

地
域
の
方
々
が
祝
う
｡

で
す
｡
こ
れ
は

･
地
域
教
育
､
生

は
な
い
か
と
思
い

本
当
に
素
晴
ら
し

【
諌
早
の
文
化
･
歴
史
･
人
物
】
　
-
西
謙
車
中
教
育
の
視
点
か
ら

｢
青
少
年
健
全
育
成
会
｣

本
校
校
区
内
に
は
､
二
つ
の
青
少
年
健
全
育

成
会
が
あ
り
ま
す
｡

･
真
津
山
小
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
会

･
西
諌
早
小
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
会

こ

の

二

つ

の

団

体

を

は

じ

め

､

さ

ま

ざ

ま

な

団
体
･
組
織
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
は
成
長
し
て
い
ま
す
｡

青
少
年
健
全
育
成
会
の
目
的

本
会
は
､
地
域
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
活

動
を
行
い
､
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
｡

今
回
の
七
〇
周
年
記
念
行
事
は
､
｢
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
｣
　
を
願
う
純
粋
な
心
を
一
つ
に

ま

と

め

､

こ

れ

か

ち

の

連

携

･

協

働

の

在

り

方

を
形
に
で
き
た
行
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

｢
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
｣
　
が
求
め
ら
れ

て

い

ま

す

が

､

も

う

一

つ

進

ん

で

　

｢

学

校

も

地

域
の
一
つ
｣
　
と
い
う
捉
え
方
に
進
ま
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

と

い

う

思

い

が

､

今

､

あ

り

ま

す

｡

【
年
末
･
年
始
の
御
挨
拶
に
か
え
て
】

平
成
二
十
八
年
中
は
､
本
校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
､
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
｡
年
が
明
け
る
と
三
年
生
は
い
よ
い
よ

受
験
､
そ
し
て
卒
業
を
迎
え
ま
す
｡
一
･
二
年
生

は
､
本
年
度
の
ま
と
め
と
次
年
度
へ
の
準
備
に
取

り
か
か
り
ま
す
｡
学
校
と
し
て
も
､
様
々
な
改
革

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

来
年
も
ど
う
ぞ
､
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
｡


